
 静岡市立 令和７年度 冬版 

 体も心も大きくなった子ども達。冬は、クリスマスや発表会、お正月や節分などの行事があったり、冷たい風や氷

などの自然に触れ、不思議や発見をたくさんしたりしました。クラスの友達と一緒に考えたり、“こうしたらどうなる

のかな？”と試したりする中で、“やってみたい”“自分でできるよ”の姿がたくさん見られるようになりました♪ 

 

 

ししまいがパクッ♪ 

クリスマス会          

サンタさんがきた！！ こおり 

つめた～い‼ 

 鬼だぞ～‼ 

 
ボールがくるよ！ 

とって！！ 

 

 初めてのお正月遊び、はねつきに挑
戦しました！風船をつけた羽子板を用
意すると、早速手に取り、ジャンプをし
たり、走ったり、風船がふわふわと動く
様子を見て大喜びでした       

1歳児
ちゅうりっぷ組

４歳児
ゆり・ひまわり組

 

“おなかのなかに 鬼がいる”の絵本を読んだところ、どうし

たら自分のおなかの中の鬼を退治できるかを考えはじめた

子どもたち。どうするのかと見ていたら、画用紙に鬼の絵を

描いて作ったものに、そこに向けて「おにはそと！ふくはう

ち！」と豆を投げ、退治していました！ 

 

寒い日の朝、園庭に出ると「氷ができてる！」と

大喜びの子どもたち。日かげに氷がたくさんで

きていることに気づくと、日なたと日かげに同じ

大きさの氷を置き「どっちが早く溶けるかな？」

と実験を楽しんでいました。 

 
クリスマスのかざり 
かわいいでしょ？ 


